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研究成果の概要（和文）：ドキュメンタリー／記録映画を素材に、災害表象の変遷を辿ることにより、映像表現
がいかに発展してきたのかを考察した。ドキュメンタリーに対する概念が問い直され、作り手の「主観」や被写
体や作品に対する「倫理」の問題に対する意識について議論が高まる中で、新たな「災害」を「表象」するドキ
ュメンタリー作品が今現在どのように生成されつつあり、過去の作品がどのように再評価されつつあるのかを吟
味することにより、「メディア」、「ジャンル」の概念それ自体までをも再検討することができる。作り手によ
る「主観」の問題、対象に対する表現者の「倫理」の問題、災害により顕在化する「都市・環境・テクノロジ
ー」の問題にも目を向けた。

研究成果の概要（英文）：This research project examined how we can continue to narrate and pass down 
legacies of disaster representations including 311 to the next generation. Documentaries can convey 
historical records, sights, and cultural atmospheres to others. Via documentary works, people living
 in foreign countries and even other times can learn a great deal and exchange information, ideas, 
and opinions. Nowadays, throughout Japan, except for certain disaster areas, people carry on with 
their daily lives, but many still suffer from the disaster and have lost their homes and communities
 forever. Documentary works of disaster representations are needed to remind us of these facts and 
record these situations for posterity. Furthermore, ethical issues concerning the recording of 
disasters and disaster victims and documenting the facts are directly connected with redefining the 
role of documentary filmmaking.

研究分野：比較メディア文化
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１． 研究開始当初の背景 
本研究課題は、「災害表象」を通して、ド
キュメンタリー映像作品の本質に迫ること
を本研究課題の第一の目的として設定する。  
付随して、映画監督の森達也らによる
『311』（2012）が提起したように、ドキュメ
ンタリー表現の作り手による「主観」の問題、
対象に対する表現者の「倫理」の問題、メデ
ィア・リテラシーの問題にも目を向ける。
1989 年以降、２年毎の頻度で開催されてい
る山形国際ドキュメンタリー映画祭におい
ても、第 13回となる 2013年の映画祭の特集
として、「6 つの眼差しと〈倫理マシーン〉」
と題し、東日本大震災の映像記録と倫理をめ
ぐる特集上映と討議が行われている。 
さらに同映画祭では、特集上映「ともにあ
る Cinema with Us 2013」においては、東
日本大震災「以後」をめぐるドキュメンタリ
ー作品の中から 15 作品を選定し、震災「以
後」の時代に生きる「日常／非日常」のあり
方（の変化と変わらなかったこと）に目を向
けている。中長期的視点により、人々や土地、
地域に密着することで、一時的な風潮や流行
に留まらず、結論を急ぐことなく、じっくり
と対象を掘り下げていくことができるのも
ドキュメンタリー映画作品の主たる特徴の
一つである。 
近年のドキュメンタリー表現に対する意
識の変容を踏まえた上で、今現在、新たにど
のような「災害」「以後」の作品が生み出さ
れつつあるのかに対しても留意したい。私た
ちの世界や社会のあり方に対して、別の角度
から見る視点を投げかけてくれるドキュメ
ンタリー映像作品が、はたして現在の私たち
を取り巻く世界に対してどのような力を持
ちうるのか、その潜在的な役割についても考
察する。 

 
２．研究の目的 
本研究課題では、とりわけドキュメンタリ
ー映画における「災害表象」に注目すること
により、災害をめぐる表象がどのように映像
表現の発展に影響を及ぼしてきたのか、また、
同時にどのような問題を抱えてきたのかを、
比較文学、エコクリティシズム研究、表象文
化論研究などの方法論に基づきながら、具体
的な作品分析を軸に考察することを目指す。 
ドキュメンタリーに対する概念が問い直
され、作り手の「主観」や被写体や作品に対
する「倫理」の問題に対する意識について議
論が高まる中で、新たな「災害」を「表象」
するドキュメンタリー作品が今現在どのよ
うに生成されつつあり、過去の作品がどのよ
うに再評価されつつあるのかを吟味するこ
とにより、「映画」という表現「メディア」、
ドキュメンタリーという表現「ジャンル」の
概念それ自体までをも再検討することがで
きるのではないか。さらに、「災害表象」を
めぐる作品の特徴として、時代や国、文化が

異なる世界を「繋ぐ」役割も見過ごすことが
できない。作品を通じて「共に考える」機会
を提供することができる「災害表象」をめぐ
る作品の社会的役割についても検討する。 
（１）今現在のドキュメンタリー表現を取り
巻く状況を確認し、最新の理論や新たに生成
されつつある作品などを分析・検討すること
により、今現在の私たちを取り巻く世界の問
題点を検討することができる。「災害」は概
して、私たちの世界が人種差別や貧困層の階
級問題を内包している事実を顕在化させる
ものであり、人種･階級の問題を含む環境正
義、環境人種差別主義の観点から、日本およ
び英米をはじめとするドキュメンタリー表
現について検討する。 
（２）今日のドキュメンタリー表現をめぐる
「倫理」の問題、ドキュメンタリーを取り巻
く概念の再定義をめぐる動向、メディア・リ
テラシーの問題などを考える。 
（３）「災害表象」をめぐるドキュメンタリ
ー作品を通史的に概観・検討することにより、
映像表現技術の発展史および各時代におけ
る「ドキュメンタリー観の変遷」を探る。 
「災害表象」をめぐる想像力が自然災害や
テクノロジーに潜む闇や問題点をどのよう
に分析・想定し、自然・環境・テクノロジー
の諸問題に警鐘を鳴らしてきたのかを、具体
的な作品を素材に比較文化の見地から分析
することにより、都市・文明論、自然・環境
に対する捉え方が顕在化してくる。エコクリ
ティシズム批評による環境人種差別主義な
どの観点から、災害のモチーフや物語を再検
討することにより、現代社会に生きる私たち
を取り巻いている自然・環境・テクノロジー
の政治学の問題が見えてくる。災害表象をめ
ぐる想像力の系譜を捉え直すことにより、
「以後」の世界をよりよく生きていくために
必要な、「災害表象文学の想像力」を提唱す
る。 
 
３．研究の方法 
東日本大震災および原発事故が発生した
「311」以後の世界のあり方を様々な角度か
ら捉え直す動きが進んでいる。本研究課題は、
こうした現代文明を問い直す流れを受けて、
日本・アメリカを中心とする「災害表象」を
比較文学、エコクリティシズム研究、表象文
化論研究の観点から分析することにより、
「都市・環境・テクノロジーの政治学と倫理」
の問題に対する分析を試みる。 
「災害表象」にまつわる「リサーチ（フィ
ールドワーク含む）／アーカイブ構築」構築、
他の研究者との情報交換を密に行うことを
意識する。学会のシンポジウムやワークショ
ップに積極的に関与し、新たな研究プロジェ
クトとして、各種学会でのシンポジウム発題



や共同研究の可能性を探る。学際性を特に重
視する。 
 
４．研究成果 
ドキュメンタリー／記録映画を素材に、災
害表象の変遷を辿ることにより、映像表現が
いかに発展してきたのかを考察した。ドキュ
メンタリーに対する概念が問い直され、作り
手の「主観」や被写体や作品に対する「倫理」
の問題に対する意識について議論が高まる
中で、新たな「災害」を「表象」するドキュ
メンタリー作品が今現在どのように生成さ
れつつあり、過去の作品がどのように再評価
されつつあるのかを吟味することにより、
「メディア」、「ジャンル」の概念それ自体ま
でをも再検討することができる。作り手によ
る「主観」の問題、対象に対する表現者の「倫
理」の問題、災害により顕在化する「都市・
環境・テクノロジー」の問題にも目を向けた。 
比較文学、エコクリティシズム研究、表象
文化論研究などの方法論に基づきながら、具
体的な作品分析を軸に考察し、国内外の各種
学会にて研究発表を行った。さらにその集積
を単著（『エコクリティシズムで読み解く日
米大衆文化――ポスト工業化社会における
核・ジャンク・廃墟の想像力』、2017年度刊
行予定）にまとめている段階にある。 
さらに、「災害表象」をめぐる作品の特徴
として、時代や国、文化が異なる世界を「繋
ぐ」役割も見過ごすことができない。作品を
通じて「共に考える」機会を提供することが
できる「災害表象」をめぐる作品の社会的役
割についても提唱した。 
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